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    英語で行う授業と留学で卒業可能 

     グローバル・スタディーズコース（GSC）のご案内 
武蔵大学（東京都練馬区／学長 山㟢哲哉）は、新しい時代を担うグローバル市民に求められる異文化理

解力と語学力を備えた人材を育てるため、2017年度より人文学部に「グローバル・スタディーズコース（GSC）」

を新設しました。現在、33 名の学生が学んでいます。 

人文学部では、英語圏、ヨーロッパ、日本、東アジアといった地域ごとの文化を理解し、対象地域の言語の

確実な修得を教育の目標としています。GSC は、こうした人文学部の取り組みを一層充実させたプログラムで、

集中的な語学学習と特色ある授業によって、グローバル市民として能動的に活躍できる人材を育成する新た

な特訓コースです。英語によるゼミや講義で専門の学修を行う英語プログラム（学科横断型）に加え、ドイツ語、

フランス語、中国語、韓国・朝鮮語それぞれのプログラムがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊MCV（Musashi Communication Village）とは…英語をはじめとした外国語や異文化を学ぶための「国際村」。 

GSC 一期生の声！ 
（英語プログラム履修生） 

▼GSC（英語プログラム）カリキュラム 

 

英語による授業と海

外留学で卒業に必要

な単位が修得可能 

国家の枠組みを超えた

課題や文化現象を学び、

グローバルな視点を養う 

 

1 年次には海外短期集

中英語学習。半年または

1 年の長期留学を推奨 

コーチングと呼ばれる 

正課外の個人指導で 

徹底サポート 

【人文学部 3 学科 対象】  
英語プログラムのポイント 

●高度な語学力を習得する留学支援プログラム 

●6カ月または 1 年間の留学を推奨 

●各言語での口頭発表や卒業論文執筆に挑戦 

―本件に関するお問い合わせ先― 

武蔵大学 広報室 担当：山野（やまの）、齋藤（さいとう） 

〒176-8534 東京都練馬区豊玉上 1-26-1 TEL03-5984-3813 FAX03-5984-3727 

E‐mail：pubg-r@mml.sec.musashi.ac.jp 

■武蔵大学 〔アクセス：西武池袋線「江古田駅」から徒歩６分〕～都心に近く 緑豊かなワンキャンパス～ 
東武鉄道や東京地下鉄道（現東京メトロ）など多くの鉄道事業に携わり、政財界で活躍した根津嘉一郎（初代、1860～1940）が、1922（大
正 11）年に“武蔵大学”の前身である旧制七年制武蔵高等学校を創設。その後の学制改革により、1949（昭和 24）年４月武蔵大学（経済
学部経済学科）開設。現在は、経済学部（経済学科/経営学科/金融学科）、人文学部（英語英米文化学科/ヨーロッパ文化学科/日本・東ア
ジア文化学科）、社会学部（社会学科/メディア社会学科）の３学部８学科からなる文系総合大学。学長 山㟢哲哉 

語学力の指標 ～卒業時に到達すべき最終目標～ 

 
【英語プログラム】 
TOEIC(R)L&R800 点以上、TOEFL(R)iBT80以上、 
IELTSTM6.5 以上、英検準１級以上 
【ドイツ語プログラム】 
ゲーテ・ドイツ語検定試験 B2以上、 
ドイツ語技能検定試験（独検）準１級以上 

【フランス語プログラム】 
フランス語学力資格検定（DELF）B2以上、 
実用フランス語技能検定試験（仏検）準１級以上 
【中国語プログラム】 
中国語検定試験（中検）2級以上、漢語水平考試（HSK）5 級以上、 
華語文能力測検（TOCFL）Level 4以上 

【韓国・朝鮮語プログラム】 
ハングル能力検定試験 2 級以上、 
韓国語能力試験（TOPIK）4 級以上 
 

【ヨーロッパ文化学科 対象】 
ドイツ語／フランス語プログラムのポイント 

【日本・東アジア文化学科 対象】 
中国語／韓国・朝鮮語プログラムのポイント 

授業や課題の疑問点は、コーチングの個別指導で相談したり、毎日のように MCV*や図書館に

集まり、仲間といっしょに取り組んでいます。息抜きに MCV でクッキングクラスなどのアク

ティビティに参加することで、英語をより一層身近に感じることができます。 

人文学部で 
2017年度 
新設！ 

http://www.musashi.ac.jp/manabi/gec/mcv/index.html
mailto:pubg-r@mml.sec.musashi.ac.jp

